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20)過去10 年 間 の 肺良性瞳頼症例の検討

八木 伸 夫 ･矢沢 正知
(妾蔑 講 究賢胸)

当科における過去10年間iこ経験 した肺良性腫癌51例に

ついて.type,年齢,性別,診断方法.大きさ,臨床症

状の看ず乳 治墳法cT)選択等について検討 した.また,末

櫓肺野に孤立性に発生した乳頭腫の 1例も経験 したので

併せて報告する.

21)左胸骨後横隔膜-′しこ丁 (LarrL･y 孔 - ′L･
二'-/')の1幼児例
大沢 義弘 ･岩調 度

貯天性横隔膜へ′し:/j'の･t)ち胸骨後へ′し∴∵1'(Morg訓i

る稀なものである,特に左側のものは Lan･ey孔-′L

ニー′'と呼称され胸骨後-Jしこ-'F'の10-309,(;をIliめるにす

ぎない.

症例は3才のTJ児.生来噛吐 し易かった.1992午1

月腹j鼠 畷吐があi)小児科を受診.左胸部にて脱離首を

聴取されたため胸部レ線を撮影され本症が疑わ,11た.

1月二号0トト手術施行,左胸骨後部に 2.7×1.5cm 人LT)

横隔膜-′しこ~了カIiあり.上行結腸が陥入していた.-L,L

二~'l'のりが存在しその一部を切除 したのち,2層に縫合

閉鎖 Lた.

221肺ア スペルギ′レス症を合併した気管支慣性
嚢胞の 1例
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( 同 胸部外科)

(新潟大学乳二外科)

症例は5歳女児.1990年8月咳,発熱で発症 .近医

受診 し,胸部X線写真上.左下肺野に異常陰影を認めた

ため当科紹介受診.保存的治蝶を行い症状改善したため,

経過観察となった.1991年6月頃よE)矧白日こ咳,発熱

が出現 し,また,異常陰影が増大傾向のため.手術の方

針とし当科人院.1991年8月22t]手術施行.S9-1()iこ

径 6cm の腫癖を認め,肺部分切除術を施行.又.大

動脈から直接 SIOに流入する血管を認めたため,結き

つ切離 し手術を終了した.腫癖内部には膿汁が充満 して

おi.),細菌検査で丁スペルギウスが証明された.又,鍾

癌 内 腔 には気管支上皮が認められ 気管支原性嚢胞と診

断された.

23) 多発性肝血管内乾腫の1例

新関 絹 漕 欝市民病院小児)
坂野 忠司 ･永山 喜久
山崎 明 ･小四 良彦 (同 Jト児科)
内藤万砂文 (新潟人草小児外科)

多発性肝血管内皮腫に対 して数回tP)lllt行遮断術を施行

省点を含め報告する.

症例は,在胎3射乳 3,460g,帝王切開にてLIJ./=I:三の女

児.生後2週頃より心不全症状が出現 し,生後･･iOH卜7に

紹介さかた.心ユニトー時に多発性の肝腫癌を指摘 され,

諸検査より多発性肝血管内皮腫上診断された.直ちに.･く

すr-(ド療法 (predonis()Ion20mgより漸減投 fj-.27

E澗鋸 を開始 したが効果なく,左右肝動脈を結致 した.

菌捜し_い)掛明な改善を見たもL')LT), 1週間程で側副血行

路が発達 し再度心不全状態とな--､た.その後2回tJ)1_(1L行

遮断 (2回tl:内胸動脈.左副肝動脈など,3回冒 :左

横隔膜下動脈などの側副血行路iこ対し--I)を施行Lたが.

そJ)都度血行遮断uT)効果は持続せず生後6-))[]鮮血性_,L､

不全にて死亡した.

血行遮断に際 t.ては,術前に十分な検討を行い,P朋厄

を除 く全ての流入Lfll管を 1回の操作で遮断するこ(1二が肝

普:I_思われた.

24ト女児低位鎖肝に対す る M(1difiedNix()Il's
Invcrsionf'roctoplasty

山丁 苛朗 ･増子 洋

唐木 芳昭 ･田滞 賢次
藤巻 雅夫 二∴ ∴ :I. .

女児低f鍼斬1二に粁ナる術式は,cuttxICk法とPotts'anal

transplantationが最もボビ二王;i--であ;).榛能面では

いずれも問題はないと言われている. しかし前著では肝

門の位際がいわゆる "まえつき''となり.後者では術後

の粘膜脱が問題となることがある.

我 々は両古の欠点を防止する術式として,Nixon's

lnvel･SionProet()plastyに準じた方法を3例iこ行った.

術後,創部の安静を保つために.ギプス固定などやや煩

雑な点もあるが,非常に良い方法と思われたので若T･の

反省 ･改良点を加えて報告 した.


